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OGSS を核とした採点システムの基本的な流れ 

 

解答用紙・・・Word ファイルのひな形あります。必要箇所を修正し利用してください。 

印 刷・・・普通紙に基本設定で印刷して問題ありません。製版する時、用紙が斜めにならないように注意してください。 

スキャン・・・【ｊｐｇ】【グレースケール】【200dpi】でのスキャンを推奨しています。 

画像解析・・・ＯＧＳＳを用いて画像データを読み込み、数値データにします。ここでは、設問に対する応えのみが CSV ファイルで出力されます。

採点は次の Excel ファイルで行います。 

採 点・・・【OGSS 採点】という Excel ファイルで採点を行います。生徒配布ようの個票もこのファイルで作成します。 
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１．【OGSS 採点.xlsm】について 

ファイル全体の基本のルールとして、ユーザーが変更可能なセルは白

色、赤枠。変更不可のセルはグレーになっています。また、誤操作防止

のためグレーセルにロックがかかっています。パスワードはかけていま

せんので、ロックを解除して編集することも可能です。 

CSV ファイル取り込みにマクロ機能を使っており、その際、取り込

みデータを一部書き換えます（元のCSVファイルは変更されません）。

そのため、マクロ機能をオンにして利用してください。 

ＯＧＳＳ採点の特徴として、一般的なクラスではなく、【群】という単

位で集計します。 

これは、2 クラス３展開などの合同クラスに対応するためです。 

例えば 1 組と２組の生徒を１つの【群】としてまとめて扱うことがで

きます。選択授業の場合などでも、選択している生徒のみを登録するこ

とができます。 

 また、10 クラス以上ある場合も考え、生徒の出席番号は５桁で表記

します（生徒コード）。 

例）3 年４組 １５番 → 30４15（生徒コード） 

 

学年、正答シートを入力し、CSV ファイルの取り込みを行うと、自

動で集計され個票が印刷できる状態になります。 

 

 

採点ファイルは以下のようなシート構成になっています。 
赤字のシートは入力が必要なシートです。 

１．設定 

このシートが入力の基本のシートです。生徒の登録を行います。ま

た、得点等も表示されます。 

２．正答（入力用） 

テストの正答や配点などを入力するシートです。 

３．正答（配布用） 

正答と配点のみが印刷できるシートです。正答（入力用）シートと

リンクしているので、入力する必要はありません。 

４．群別分析表 

群ごとの生徒の得点の一覧表です。閲覧、印刷用です。 

５．正答率 

６．1 群～９群 

CSV ファイルを取り込むシートです。取り込み後、数値の変更な

ども行えます。 

７．1 群個票～９群個票   個票の印刷用シートです。 

８．生徒名簿 

生徒名簿を張り替えて利用してください。学年、クラス、番号は全

て別のセルになるように元データを編集してください。 

あらかじめ入っている名簿はダミーデータです。 
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２．定期テストのフォルダを作成する 

新しくフォルダを作成し、そこに【OGSS 採

点.xlms】ファイルをコピーします。 

デスクトップにフォルダをつくるのがオスス

メです。また、校内サーバーではなく、ローカ

ルディスクに作成してださい。 

例えば、1 学期中間テストならその名前のフ

ォルダを作ります。 

 

 

【OGSS 採点 Ver.1014.xlms】を別の名前

に変更しても問題ありません。 

 

 

【OGSS 採点 Ver.1014.xlms】を開きます。 

初期設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ファイルの名前は変更しても大丈夫ですが

（しなくも OK）、Ver 情報は残しておくと

便利です。 
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３．【OGSS 採点.xlsm】の初期設定

（A）生徒名簿を貼りかえる 

（B）生徒を登録する 

（C）画像保存フォルダを作成する 

（A）生徒名簿を貼りかえる 

 一番後ろにある【生徒名簿】シートの名票を

張り替えます。あらかじめ入っている名票はダ

ミーデータです。学年、クラス、出席番号、氏

名、ふりがなが別々のセルになるように元デー

タを編集してください。 

一番左の列（A 列）に５ケタの生徒コードが自

動で作成されます。 

例）3 年４組 １５番  

      → 30４15（生徒コード） 

ここで作成された生徒コードを使って【設定】

シートで生徒登録を行います。 
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（B）生徒を登録する 

【設定】シートで生徒登録を行います。 

 

①クラス名を入力する 

 クラスのセルが空欄だと、得点集計がされま

せん。 

 クラス名は任意に設定することができますが、

全角半角は区別されるので注意して入力して

ください。OGSS から出力された CSVファイ

ルの名称と、このクラスの名称が同じでないと

データの取り込みが行われません。 

②生徒コードを入力する 

 5 ケタの生徒コードを入力してください。生

徒の氏名が表示されます。 

 クラスの異なる生徒を一つの群に登録するこ

とができます。 

※一学期の期末テストは一学期の中間テスト

のファイルをコピーすれば使いまわせます。①

と②の設定は最初の一回だけで大丈夫です。 

③必要な情報入れる 

 テストに合わせて変更して下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 

① ② 
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（C）画像保存フォルダを作成する 

回収した解答用紙をスキャンした画像を保存

するためのフォルダを作成します。群ごとに分

けて画像を保存すると管理しやすいです。 

①【設定】シートの【新規フォルダ作成】ボタ

ンをクリックします。 

 自動でOGSS採点ファイルがある場所と同じ

フォルダに、クラス名が付いたフォルダが作成

されます。 

 

複合機でスキャンしたデータは校内サーバー

に保存されると思います。とりあえずサーバー

から一時保存フォルダにスキャン画像を移動

させ、そこから各クラスにデータを割り振ると

いいと思います。 

また、スキャンする場合、クラス（群）ごとに

分けてスキャンさせた方が、管理しやすいです

（クラスごとに連番になるため）。 
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４．正答と配点の入力 

（A）基本の設定 

（B）順不同の設定 

（C）完全解答の設定 

（D）複数回答可 

（E）記述問題 

正答（入力用）のシートで行います。ファイ

ル内はすべてリンクしているので、正答と配点

はこのシート以外で入力する必要はありませ

ん。 

（A）基本の設定 

①一問一答の場合 

 そのままセルに正答と配点を入力してくださ

い。 

②選択肢を 10 個以上つくりたい場合 

 選択肢は通常 10 個ですが、もっと選択肢を

増やしたい場合、右の方法で増やすことができ

ます。 

 正答には、25 や 37 とそのまま数値を入力

して問題ありません。 

 

 

 問１．文の（ａ）～（ｆ）に当てはまる語句を以下の語群から選び記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15．白色矮星 16．星間ガス 17．核融合 18．核分裂 19．ﾌﾞﾗｯｸﾎｰﾙ 

25．鉄 26．惑星状星雲 27．Ｔタウリ型 28．水素 29．主系列星  

35．原始太陽 36．ガス 37．ヘリウム 38．巨星 39．超新星 

45．デススター 46．暗黒星雲 47．ダークマタ 48．リチウム 49．Ｍ78 星雲 

① ② 

※解答は以下のように記入すること 

例： 99 に【２5．鉄】を解答したい場合、 99 の欄に②と⑤を 2 個マークする。 

99 ① ● ③ ④ ● ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

 

OGSSでは②と⑤の

両方にマークされた

と認識します。マー

ク１個のみ場合、csv

出力では④→4、⑩→

10 と出力されます

が、マーク 2 個の場

合、例えば②と⑤の

場合、ｃsv ファイル

は 2|5 と出力されま

す。 

採点ファイル内で

2|5 を 25 に自動変

換します。 
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（B）順不同の設定 

 順不同の欄に数字を入力し、グループ設定を

してから正答と配点を入力してください。同じ

グループには同じ数字を入れて、グループごと

に違う数字を入れてください。グループは隣り

合っていなければなりません。配点も同じにし

て下さい。 

例）植物は（ 1 ）と（ 2 ）を材料に、

光合成を行い、でんぷんと（ ３ ）をつく

る。 

 ※（１）、（２）は順不同、２点×３問  

①水素  ②炭素  ③光合成  ④酸素 

⑤水  ⑥葉緑体  ⑦二酸化炭素 

（１）に⑤と答えても、⑦と答えても正解 

同様に（２）に⑤、⑦どちらでも正解になる。 

ただし、（１）、（２）ともに⑤と答えた場合や

⑦と答えた場合は、１問分の得点となる。 

（１） （２） 正誤 

⑤ ⑦ ○ ○ 

⑦ ⑤ ○ ○ 

⑦ ⑧ ○ × 

⑤ ⑤ ○ × 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループごとに順不同のセルの

数字を変えて下さい。同じ数字を

使うと同じグループと認識され

てしまいます。 

×問題が連続していないと同じ

グループに設定することができ

ません。 

×同じグループの順不同問題は

同じ配点にして下さい。 
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（C）完全解答の設定 

順不同のときと同様に完全解答のセルに数字

を入力して、グループの設定をします。 

配点の入力方法に注意が必要です。まず、グル

ープの最初の問題に配点を入力します。次の問

題からは完答と入力してください。数字が入力

されていると正しく採点されません。 

（例１）  

1587 年、（ a ）の変で、織田信長は

（ b ）に打ち滅ぼされた。 

 （ａ）→ 66 、（ｂ）→ 67  

①延暦寺 ②本能寺 ③明智光秀 ④徳川家康 

66 に②、67 に③と答えないと正解にならな

い。②、④では０点。 

（例２）注意 

以下の文章で正しいものを２つ選びなさい。 

 66 、 67  

①ペンギンは鳥の仲間である。 

②コウモリは鳥の仲間である。 

③ツバメは鳥の仲間である。 

④トンボは鳥の仲間である。 

66 に①、67 に③で正解になるが、66 に③、

67①をだと不正解になってしまいます。「記号

は小さい順に記入しなさい」などの指示が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループの最初の 1 問に配点を入力する。残りは

「完答」と入力する。他の文字列では認識できま

せん。 
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（D）複数解答可の設定 

完全解答の例２のような問題で 1 個の解答欄

で解答させたい場合に使います。 

複数回答可のところに数字を入力する。 

（例） 

以下の文章で正しいものを２つ選びなさい。 

 66  

②と④を選択する場合以下のように記入すること 

99 ① ● ③ ● ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

①ペンギンは鳥の仲間である。 

②コウモリは鳥の仲間である。 

③ツバメは鳥の仲間である。 

④トンボは鳥の仲間である。 

 

正答の入力方法 

答えが①、④の場合 → 1,4 

答えが②、④、⑥の場合 → 2,4,6 

半角数字と半角のコンマのみ 

※スペースは入れない 

×１,４（数字が全角） 

×1, 4（スペースが入っています） 

完全に一致している場合のみ得点になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③と④をマークしないと得点になりませ

ん。③のみまたは①、③、④と答えても０

点です。 
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（E）記述問題の設定 

記述問題は正答欄に キ と入力してくださ

い（全角カタカナの「キ」）。 

その後、下の段で部分点の設定を選びます。 

部分点を設定しない場合 

部分点の項目を なし に変えてください。 

部分点を設定する場合 

部分点の項目を あり に変えてください。 

△の配点を設定します。 

OGSS の記述問題は△１、△２、△３と３種

類選択できますが、OGSS 採点では△１、△２

にのみ対応します（△３には動作しません）。 

部分点は満点の分数の割合で得点が入ります。 

例えば、満点が６点の問題で、 

△１→1/３、△２→1/2 と設定すると、△１

→２点、△２→３点となります。 

割合は設問ごとに変えることができます。 

満点が３点の別の問題で、△１→２/３、△２

→1/３と設定すると、△１→２点、△２→１点

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「キ」と入力すると部分点の設定が表示される 

部分点は分数で入力。満点に対する割合で

点数が計算されます。この分数は変更する

ことができます。 

部分点のあり、なしをリストから選択

する。 

OGSS で記述問題採点を行うと、○、×、△１、△２、△３で CSV ファイルに出力されます。OGSS 採点に取り込むと○→キ、

×→（未記入）、△１→設定した分数、△２→設定した分数、△３→△３（得点計算されません）と自動で変換されます。 
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５．解答用紙について 

（A）基本の使い方 

（B）解答用紙の名称と機能 

（A）基本の使い方 

Word ファイルのひな形があります。自作も

可能ですが、初めはひな形をベースに必要部分

を修正して使うのがいいと思います。 

問題数が多く選択肢が多い場合は、３段 75

問のシートがお勧めです。100 問のシートも

ありますが、解答欄が狭くなってしまいます。

目がチラチラすると生徒から指摘がありまし

た。 

問題数が少なく、論述的な記述問題を含む場

合は 2 段 40 問などが使いやすいです。 

複数行を結合し解答欄を作る場合の注意点 

図のように 26～29 番を記述欄にした場合、

問題番号を単独で 26 番とはせず、26～29 と

して番号を振って下さい。そして、次の問題を

30 番からにして下さい。採点や個票とズレが

生じてしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配点の設定はこのように最初の番

号に配点し、残りは 0 点として下

さい。 

問１．○○について記述しなさい。 ２6～29  

問２．以下の選択肢から記号で答えなさい。 30  

解答用紙は印刷機を使って普通紙に通常の印刷と同じ要領で印刷し、利用することが

できます。製版する際には、解答用紙が斜めにならないように、歪みやカスレがない

ように注意してください。 
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（B）解答用紙の名称と機能 

ガイドレーンのエリアには書き込みを行わな

いで下さい。読み込みができなくなります。 

セクション１（パート１→２）、セクション２

（パート１→２→３）の順番に問題を読み込ん

でいきます。 

出席番号の０は CSV ファイルでは「10」と

出力されてしまいます。OGSS は自由度を高め

るため、あえて出席番号の欄を作りませんでし

た。そのかわり、セクションで管理し様々な形

式の用紙を読み込めるようにしています。例え

ば、大学の学籍番号の形式だと右のひな形は使

えませんが、セクション管理ならば、ガイドマ

ークの工夫次第で対応可能になります。一方で

パート内の一番左のマークボックスを１とす

るルールから、０の出力が出来ません。０が必

要な場合は、出力された CSV ファイルを編集

するなどの操作をすれば良いと思っています。 

上記理由から０は出力されませんが、自動で

修正されます。しかし、出力ファイルには 10

となります。ご注意下さい。 
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６．解答用紙のスキャン 

テスト終了後スキャンします。事務にある複合

機を使うと便利です。 

 

注意点は、 

【グレースケール、jpg、200dpi】 

クラス（群）ごとにまとめて 

シートを取り込むことです。 

 

クラスごとに読み込むと画像ファイルの名前

がクラスごとに連番になるので、後で整理する

ときに楽になります。 

 

●グレースケール 

一般的なスキャナは白黒化（2 値化）した状態

で取り込むことが出来ます。しかし、設定の方

法がまちまちであるため、OGSS が上手く読み

取れない可能性があります。OGSS は 2 値化

機能を有しているので、グレースケールでスキ

ャンし、OGSS で２値化をしてください。2 値

化をすることで薄い色のマークを真っ黒にし

て読み取ることができます。色の明るさは 0～

255 までありますが、数字が大きくなれば白

に近づきます。OGSS のデフォルト値は 220

で設定しています。かなり薄いマークも読み取

れますが、綺麗に消し切れていないものをマー

クしていると誤判読してしまうことがありま

す。 

 

●ｊｐｇ 

OGSS は jpg 画像の入力を基本としており、

PDF ファイルの読み込みは出来ません。一般的

な複合機は jpg 画像を読み込めますので、jpg

で保存して下さい。 

 

●200dpi 

dpi に関して OGSS は決まった数値はありま

せん。そのスキャナの設定で構いませんが、あ

まり dpi が高いとデータの容量が大きくなり、

処理に時間がかかります。設定できるなら、

150～200dpi ぐらいがいいかと思います。 

※300dpiは一般書籍の画像印刷に必要な解像

度といわれています。マーク読み取りに限って

言えば、300dpi では重くなるだけで良い事は

ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ↑グレースケール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ↑2 値化画像 
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７．スキャン画像の振り分け

スキャンした画像を、画像保存フォルダに振

り分けていきます。 

複合機でスキャンした場合、校内サーバーに

画像がアップロードされると思います。サーバ

ーからまとめて一時保存フォルダに移し、その

後、クラス（群）ごとのフォルダに振り分けて

いくと効率が良いと思います。 

OGSSはフォルダ内のファイルを全て読み込

みます。一部の画像を選択し読み込むことは出

来ません。フォルダ内の全ての画像がデータ化

されます。そして、【OGSS 採点.xlsm】は群ご

とにデータを取り込むので、画像は群ごとに分

かれている必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

校内サーバーからとりあえず一括でデータを

ローカルディスクに移す 

一時保管フォルダから群ごとのフォルダに振り分ける。 

 

サーバーから直接各群に振り分けてもいいのですが、他の先生もスキャン

をしていると後から似たようなデータが追加されます。結構混乱するの

で、スキャン後すぐに自分のデータを一括でローカルディスク（PC のハ

ードディスク等）に移すことをお勧めします。また、サーバーにはデータ

を残さない方が容量を圧迫しないので良いかと思います。 
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８．CSV ファイルの保存 

OGSS の操作については別紙の操作説明書を

確認して下さい。 

 

CSV ファイルの保存場所 

OGSSから出力されるCSVファイルの保存場

所は【OGSS 採点.xlsm】と同じフォルダに保

存して下さい。 

また、ファイル名も群の名前と同じにして下さ

い。漢字も使えます。特に数字や記号の場合、

全角、半角は区別されるので気を付けて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

OGSS 採点と同じ場所に CSV ファイルを保存 

同じフォルダ内にないとデータ取込ができません！ 

CSV ファイルの名前と群の

名前が完全に同じでないと

データ取込ができません。 

全角、半角は別物として認識

されます。 
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９．CSV ファイルの取り込み 

OGSS で出力された、CSV ファイルの取
り込みは、【OGSS 採点.xlsm】ファイルの
群シートから行います。 

①【CSV 取り込み】ボタンをクリックしま
す。自動でデータが取り込まれます。 

セルの色が変わる場合があります。緑色に
なっているセルは空欄（マークを塗りつぶ
してない）と判断されたものです。極端に
空欄が多い生徒は読取ミスの可能性があり
ます。 

オレンジ色のセルはマークの塗り間違えの
可能性を指摘しています。 
・1 個のマークで解答するべき問題に 2 個
マークしている 
・2 個のマークで解答するべき問題に１個

マークしている場合 
どちらの場合も色が変わります。 
記述問題も色がオレンジになります。 

解答用紙は出席番号順になっていなくても

問題ありません（管理上、出席番号順の方
が望ましいですが）。欠席や休学などで生徒
が未受験でもそのまま集計できます。気の
なる場合は並べ替えボタンを押すと出席番

号順になります。 

 

 

  

① 

② 

③ 

取り込みの際、記述問題などで

データが自動で変換されます。 

○→キ、×→空欄 

△１、２→設定値の分数 

空欄の数や、読取ミスの可能性

の集計です。極端に数値が多い

とチェックした方がいいかも

しれません。10 個以上で赤色

になります。 

生徒が出席番号のマークを間

違えた（意外とあります）場合

で、番号がかぶった場合、出席

番号が赤くなります。確認に便

利です。 

ここのエリアの数値は手入

力で変更できます。 

生徒の出席番号の 0 は 10

と読み替えてください。 
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10．個票の出力 

正答、配点、正誤、生徒の解答などは全て
個票のシートにリンクされています。特に
設定することはなく、個票シートを通常通
り印刷するだけで大丈夫です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


